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2 リズムや音高に注意して、楽譜を読もう
音符と休符の組み合わせがつくるリズムを正確に捉え、音楽用語や記号を理解して、

「ドレミ…」やさまざまな発音で音高に注意して歌う
楽譜を読もう ・ リズムを手拍子で打ったり、リズム読みをしたりする

・ 楽譜に書かれている速度を表す用語や強弱・奏法を表す記号を知る
・「ドレミ…」やさまざまな発音で音高を付けて歌う ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

２ 日本語の歌曲を歌おう
日本語の発音の特徴を理解し、日本語のもつ美しさや、言葉のおもしろさを味わっ
て歌う

《からたちの花》
《かっぱ》

・「ドレミ…」やさまざまな発音で音高を付けて歌う
・詩を朗読して言葉の抑揚やリズムを感じ取り、旋律との関わりを理解する
・�繰り返される言葉に注目し、詩の内容や曲の雰囲気からどのように歌いたい

か考え、表現を工夫する
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

8 ギターで名曲を弾こう
ギターの基本的な奏法を身に付けるとともに、タブ譜やコード・ネームなどについ
て理解を深めながら、ギター伴奏の方法を学ぶ

《Happy Birthday to You》
《Hedwigʼs Theme》／《Andantino》
ギターで名曲を弾こう／《Stand by Me》
ギター伴奏をアレンジして雰囲気の違いを楽しもう

・ギターの正しいフォームを身に付ける
・タブ譜やコード・ネームについて理解を深める
・ギターで名曲を演奏する
・ギター伴奏の方法を学び、《Stand by Me》にギター伴奏を付けてアンサンブルをする

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

4 日本各地の民俗芸能を知ろう
各地域の信仰や風俗、習慣と結び付いた日本各地の民俗芸能を知り、それぞれの特
徴を深く理解する

日本各地の民俗芸能
日本の音階／民謡のリズム様式
自分の住んでいる地域の民俗芸能

・教科書 P.102、103 に掲載されている民俗芸能からいくつか選び、調べる
・自分の住んでいる地域の民俗芸能についても同様に調べる
・民俗芸能を、日本の音階と民謡のリズム様式の視点から分類する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷

4 文化的・歴史的背景を理解して、世界のさまざ
まな音楽を聴こう

異なった文化的・歴史的背景をもつ世界のさまざまな音楽に興味・関心をもつこと
で、それらの音楽に多様な価値感や美意識があることについて理解を深める

世界のさまざまな音楽
音楽って何だろう？人間と音楽の多様な関わり

・映像や音源で世界のさまざまな音楽を鑑賞する
・聴いた音楽のそれぞれに固有の特徴を考えて話し合う
・それぞれの音楽の文化的・歴史的背景を興味・関心をもって調べる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷

4 イタリア語で表情を付けて歌おう
イタリア語の歌詞に表情を付けて歌うために、イタリア語の発音の特徴を捉え、歌
詞の内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫する

イタリア語で歌おう
《Nel cor più non mi sento》
《Sebben, crudele》
《Piacer dʼamor》

・ イタリア語の発音を学ぶ
・歌詞の内容を理解して、ふさわしい表現を工夫する
・イタリア語で表情を付けた歌い方を工夫する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

９
10
11
12

４ 二部合唱や四部合唱で美しい響きをつくろう
リズムや音高を正しく歌い、全てのパートが協調した美しいハーモニーで合唱する 《椰子の実》

《いざ起て戦人よ》
・リズム読みをしたり、「ドレミ…」やさまざまな母音で各パートを歌ったりする
・全てのパートの譜読みと音取りをする
・�各パートのバランスに注意して、ハーモニーを美しく響かせる ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

4 音色やエフェクトを工夫して、ゲーム・ミュージッ
クを合奏しよう

親しみやすく、イメージが湧きやすいゲーム・ミュージックを用いて、各パートに
ふさわしい音色やエフェクトをキーボードで選び、組み合わせを考えて合奏する

《とげとげタルめいろ》 ・各パートのイメージや雰囲気に合った音色やエフェクトをキーボードで選ぶ
・各パートの役割を考える

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

4 フランス語で表情を付けて歌おう
フランス語の歌詞に表情を付けて歌うために、フランス語の発音の特徴を捉え、歌
詞の内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫する

フランス語で歌おう
《Les feuilles mortes》
《Lydia》

・フランス語の発音を学ぶ
・歌詞の内容を理解して、ふさわしい表現を工夫する
・フランス語で表情を付けた歌い方を工夫する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

２ サウンド・シグナルをつくろう
依頼内容に合わせて印象に残るメッセージ性に富んだ短い音楽をつくることによっ
て、音楽的特徴とイメージの関わりを理解する

サウンド・シグナルをつくろう
音楽って何だろう？音階

・依頼内容にふさわしい音楽的特徴を考え、表現を試行錯誤する
・まとまりのあるメロディーをつくる
・西洋と日本の音階について知る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

4 平家に親しもう
古代から近世にかけての日本音楽史において、琵琶や琵琶法師が果たした役割を学
ぶとともに、平家の語り方をまねることを通して、その特徴である中音や口説とい
う曲節を理解する

日本音楽史（古代～近世）
平家に親しもう

・古代から近世までの日本音楽史を学び、さまざまな日本音楽を知る
・琵琶や平家についての理解を深める
・《祇園精舎》と《生食》を鑑賞し、語り方をまねて実際に語る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷

４ ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 14 番《月光》
を鑑賞しよう

各パートに分かれて連弾することを通して、テクスチュアが作品にどのような効果
を与えているのか理解し、さらに低音の動きと和音進行との関わりについて理解を
深めることで、フレーズの構成やその変化を感じ取れる

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 14
番《月光》を鑑賞しよう
楽典（和音）

・第１楽章の主旋律、低音、分散和音の各パートの特徴を感じ取る
・第１楽章を各パートに分かれて連弾する
・第２楽章の主題がどのように変奏されているか聴き取る
・和音進行についての理解を深める
・各楽章の低音の動きを確認し、その和音進行を調べる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷

1
2
3 4 篠笛を吹こう

日本の伝統楽器であり、祭囃子や神楽、民謡、歌舞伎の音楽など幅広いジャンルで
用いられる篠笛を吹く技能を身に付ける

篠笛
《かごめ かごめ》
《秋の宵》

・�《かごめ かごめ》を吹く練習をしながら、篠笛の正しい構え方や、指孔のふさ
ぎ方、運指、唇の当て方、息の当て方を学ぶ

・篠笛と打楽器で合奏を楽しむ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

4 曲の雰囲気を感じて、英語で合唱をしよう
曲の雰囲気に合わせてギターやキーボードで伴奏を付けながら、英語の曲を合唱す
る

《California Dreamin’》
コード表

・主旋律を英語でリズム読みしたり、歌ったりする
・各パートを練習して、それぞれの動きを理解する
・各パートの役割とバランスに注意して、ハーモニーを美しく響かせる
・コード・ネームを理解し、ギターやキーボードで簡単な伴奏を付けて演奏する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

４ ドイツ語で表情を付けて歌おう
ドイツ語の歌詞に表情を付けて歌うために、ドイツ語の発音の特徴を捉え、歌詞の
内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫する

ドイツ語で歌おう
《Der Abendstern》
《Frühlingsbotschaft》
《Ich liebe dich》

・ドイツ語の発音を学ぶ
・歌詞の内容を理解して、ふさわしい表現を工夫する
・ドイツ語で表情を付けた歌い方を工夫する ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑷

2 《白鳥の湖》と《春の祭典》を鑑賞し、バレエ
音楽の魅力を味わおう

《白鳥の湖》と《春の祭典》のバレエを鑑賞して、ロマン派と現代の音楽の表現の
違いに気付く

《白鳥の湖》と《春の祭典》を鑑賞し、
バレエ音楽の魅力を味わおう

・２つのバレエの西洋音楽史上の位置付けと文化的・歴史的背景を理解する
・�ロマン派と現代の音楽の特徴について、和音、旋律、リズムの視点から理解

を深める
・衣装や振り付けにも注目しながら、２つのバレエを鑑賞する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷

6 循環コードを使って音楽をつくろう

コード進行のパターンを土台に順次進行や跳躍進行などを工夫してメロディーをつ
くることで、コード進行が単なる伴奏として機能しているのではなく、曲を成り立
たさせている重要な要素であることを理解する

循環コードを使って音楽をつくろう ・循環コードによって生まれる魅力を学ぶ
・�循環コードの進行をもとに、順次進行や跳躍進行などを工夫してメロディー

をつくる
・�依頼内容にふさわしい、雰囲気に合ったコード進行、音色、伴奏型などを選び、

工夫して音楽をつくる

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑵⑶⑷

4 ポピュラー音楽を知ろう
19 世紀末以降のポピュラー音楽の流れを、技術の発展と関わらせて理解するとと
もに、音楽における著作権について正しい知識を身に付ける

ポピュラー音楽の流れ
著作権

・ポピュラー音楽の流れとその背景にある技術の発展について学ぶ
・著作権について学ぶ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⑴⑶⑷



観点別評価例
評価の観点及びその趣旨
〈知識・技能〉
・�曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解を深めている
・�創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な技能を身に付け、歌唱、器楽、創作で表している

〈思考・判断・表現〉
音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように表すかについて独自の表
現意図をもったり、音楽を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴いたりしている

〈主体的に学習に取り組む態度〉
音や音楽、音楽文化と豊かに関わり主体的・協働的に表現及び鑑賞
の学習活動に取り組もうとしている

題材名 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 配当
時間 月

リズムや音高に注意して、楽譜を読もう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果について理解している。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能
を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、強弱、構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについて独自の表現意図を
もっている。

リズムや音高を正確に捉え、音楽用語や記号に関心をもち、主体的・協
働的に歌唱や器楽の学習活動に取り組もうとしている。

2

４
５
６
７

日本語の歌曲を歌おう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、言葉の特性と曲種に応
じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による歌唱表現の固有性や多
様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかにつ
いて独自の表現意図をもっている。

日本語の発音の特徴や美しさ、言葉のおもしろさに関心をもち、主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

２

ギターで名曲を弾こう

知識：曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、曲想と
楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果について理解している。
技能：創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能、他者との調
和を意識して演奏する技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技能を身に付け、器楽で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように演奏するか
について独自の表現意図をもっている。

ギターで旋律や伴奏を演奏することに関心をもち、主体的・協働的に器
楽の学習活動に取り組もうとしている。

8

日本各地の民俗芸能を知ろう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり、我が国
や郷土の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に
対する評価とその根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

各地域の信仰や風俗、習慣と結び付いた日本各地の民俗芸能に関心をも
ち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

4

文化的・歴史的背景を理解して、世界のさまざ
まな音楽を聴こう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて
理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に
対する評価とその根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

異なった文化的背景、多様な価値感や美意識をもつ世界のさまざまな音
楽に関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとして
いる。 4

イタリア語で表情を付けて歌おう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による
歌唱表現の固有性や多様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかにつ
いて独自の表現意図をもっている。

イタリア語の歌詞に表情を付けて歌うために、イタリア語の発音の特徴
を捉え、歌詞の内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫することに
関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 4

二部合唱や四部合唱で美しい響きをつくろう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による
歌唱表現の固有性や多様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
他者との調和を意識して歌う技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかにつ
いて独自の表現意図をもっている。

全てのパートが協調した美しいハーモニーの合唱に関心をもち、主体的・
協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

４

９
10
11
12

音色やエフェクトを工夫して、ゲーム・ミュージッ
クを合奏しよう

知識：曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、曲想と
楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による器楽表現の固
有性や多様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした器楽表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能、他者との調
和を意識して演奏する技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技能を身に付け、器楽で表している。

音色、リズム、速度、旋律、強弱、テクスチュア、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように演奏するか
について独自の表現意図をもっている。

各パートにふさわしい音色やエフェクトをキーボードで選び、組み合わ
せを考えて合奏をすることに関心をもち、主体的・協働的に器楽の学習
活動に取り組もうとしている。 4

フランス語で表情を付けて歌おう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による
歌唱表現の固有性や多様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかにつ
いて独自の表現意図をもっている。

フランス語の歌詞に表情を付けて歌うために、フランス語の発音の特徴
を捉え、歌詞の内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫することに
関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 4

サウンド・シグナルをつくろう

知識：音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について、表したいイ
メージと関わらせて理解を深めている。
技能：創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、旋律をつくったり、つくった旋律に副次的な旋律や和音など
を付けた音楽をつくったりする技能を身に付け、創作で表している。

音色、リズム、速度、旋律、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように音楽をつくるかについて独
自の表現意図をもっている。

音楽的特徴とイメージとの関わりを理解し、メッセージ性に富んだ短い
音楽をつくることに関心をもち、主体的・協働的に創作の学習活動に取
り組もうとしている。 ２

平家に親しもう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わり、我が国
の伝統音楽の種類とそれぞれの特徴について理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に
対する評価とその根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

古代から近世にかけての日本音楽史において、琵琶や琵琶法師が果たし
た役割を学ぶとともに、平家の語り方をまねることを通して、その特徴
である中音や口説という曲節に関心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている

4

ベートーヴェンのピアノ・ソナタ第 14 番《月光》
を鑑賞しよう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて
理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に
対する評価とその根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

テクスチュアや低音の動きと和音進行との関係が作品に与える効果に関
心をもち、主体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。

４

篠笛を吹こう

知識：曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、曲想と
楽器の音色や奏法との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による器楽表現の固
有性や多様性について理解している。
技能：創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、曲にふさわしい奏法、身体の使い方などの技能、他者との調
和を意識して演奏する技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして演奏する技能を身に付け、器楽で表している。

音色、リズム、速度、旋律、強弱、形式を知覚し、それらの働きを感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかについて独自の表現意図を
もっている。

日本の伝統楽器である篠笛に関心をもち、主体的・協働的に器楽の学習
活動に取り組もうとしている。

4

1
2
3

曲の雰囲気を感じて、英語で合唱をしよう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、
言葉の特性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による
歌唱表現の固有性や多様性について理解を深めている。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
他者との調和を意識して歌う技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように歌うかにつ
いて独自の表現意図をもっている。

曲の雰囲気に合った合唱や伴奏付けに関心をもち、主体的・協働的に歌唱
の学習活動に取り組もうとしている。

4

ドイツ語で表情を付けて歌おう

知識：曲想と音楽の構造や歌詞、文化的背景との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、言葉の特
性と曲種に応じた発声との関わり及びその関わりによって生み出される表現上の効果、様々な表現形態による歌唱表現
の固有性や多様性について理解を深めている。
技能：創意工夫を生かした歌唱表現をするために必要な、曲にふさわしい発声、言葉の発音、身体の使い方などの技能、
他者との調和を意識して歌う技能、表現形態の特徴や表現上の効果を生かして歌う技能を身に付け、歌唱で表している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように演奏するか
について独自の表現意図をもっている。

ドイツ語の歌詞に表情を付けて歌うために、ドイツ語の発音の特徴を捉
え、歌詞の内容を理解してそれにふさわしい表現を工夫することに関心
をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。 ４

《白鳥の湖》と《春の祭典》を鑑賞し、バレエ
音楽の魅力を味わおう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて
理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感受しながら、知
覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に対する評価とそ
の根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有性について考え、
音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

ロマン派と現代の音楽の表現の違いに関心をもち、主体的・協働的に鑑
賞の学習活動に取り組もうとしている。

2

循環コードを使って音楽をつくろう

知識：音素材、音を連ねたり重ねたりしたときの響き、音階や音型などの特徴及び構成上の特徴について、表したいイ
メージと関わらせて理解を深めている。
技能：創意工夫を生かした創作表現をするために必要な、反復、変化、対照などの手法を活用して音楽をつくる技能、
旋律をつくったり、つくった旋律に副次的な旋律や和音などを付けた音楽をつくったりする技能を身に付け、創作で表
している。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように音楽をつく
るかについて独自の表現意図をもっている。

コード進行のパターンを土台にメロディーをつくることに関心をもち、
主体的・協働的に創作の学習活動に取り組もうとしている。

6

ポピュラー音楽を知ろう

知識：曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他の芸術との関わりについて
理解を深めている。

音色、リズム、速度、旋律、テクスチュア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働きを感
受しながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考えるとともに、曲や演奏に
対する評価とその根拠、自分や社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現の共通性や固有
性について考え、音楽のよさや美しさを深く味わって聴いている。

19 世紀末以降のポピュラー音楽の歴史と技術の発展史に関心をもち、主
体的・協働的に鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。
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